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別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから商工観光労働企業委衛藤委員長

員会を開きます。

本日は、委員外議員として阿部議員、森議員、

大友議員、木田議員、猿渡議員、堤議員に出席

していただいています。

まず初めに、私から御挨拶を申し上げます。

大分県議会商工観光労働企業委員長の衛藤博昭

です。本日はよろしくお願いします。

本日は、ワーケーションの推進について御意

見を伺いたく、一般社団法人別府市産業連携・

協働プラットフォームＢ－ｂｉｚ ＬＩＮＫ

（ビービズリンク）マネージャーの池田佳乃子

様に参考人としてお越しいただきました。

池田様には、大変お忙しい中にもかかわらず、

本委員会に御出席いただき、心よりお礼を申し

上げます。誠にありがとうございます。

本来であれば、私どもから出向いて話をお伺

いするところですが、御足労いただいたことに

対し、委員会を代表して、厚く感謝申し上げま

す。本当にありがとうございます。

それでは、委員、委員外議員の順に自己紹介

します。

〔委員、委員外議員自己紹介〕

本委員会にはあと１名、宇佐市選衛藤委員長

出の末宗委員がいますが、本日は所用のため欠

席しています。

それでは、早速池田様から自己紹介と、引き

続いて本日のテーマについて御説明のほどよろ

しくお願いします。

皆さん初めまして。Ｂ－ｂｉｚ池田参考人

ＬＩＮＫの池田佳乃子と申します。よろしくお

願いします。

私は、今フリーランスで活動していて、所属

しているのがＢ－ｂｉｚ ＬＩＮＫという形に

なっています。

もともと別府市出身でして、今３２歳なので

すが、大学から３０歳まで東京で過ごして、大

学を卒業して、バンダイナムコグループの映画

会社で海外からの映画を買い付けたりだとか、

あとは日本の映画の資金調達だったりをしてい

ました。大学時代もずっと映画の資金調達スキ

ームについて研究していて、そのまま映画業界

に就職をした後に、広告代理店に就職して、そ

こではＪＩＣＡ（国際協力機構）を担当し、エ

チオピアのブランディングだったり、発展途上

国の青年海外協力隊の方々の活動を広めるプロ

モーションだったりをしていました。

そういったいろいろな発展途上国を見ていく

中で、地元の別府で何か私のスキルがいかせな

いかなと思い、３０歳がすごく区切りが良かっ

たので、こちらに拠点を移しました。結婚して

主人は東京にいるのですが、私は月の３週間ぐ

らいは別府で過ごして、残りは東京で一緒に過

ごすという、今は結構はやっているんですけど、

２拠点生活を２年半送っています。

Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫの紹介は後でさせてい

ただこうと思っていますが、今大分県全体で私

のようなＵＩＪターンをしている人が結構増え

ているので、そういったネットワークをいかし

ながら、何かお力になれればと思っています。

よろしくお願いします。

今回は、２０１９年に別府でワーケーション

の実証を実施した内容をベースに御説明します。

簡単に２０分ほどで御説明して、その後は皆

さんとざっくばらんに意見交換できればと思っ

ています。

Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫの説明ですが、今、一

般社団法人として活動していて、別府市が１０

０％出資で、ほとんど民間の人と、あとは別府

市から出向で来ている人が半々ぐらいです。

実際にやっていることは、結構広告代理店に

近いと思うんですが、別府は９割が三次産業に

なっていて、観光産業がメインです。その中で、

今まで地方自治体は、広告代理店にお金を渡し

て、企画をして何かをやるというのが多かった

と思うんですが、そこのコストがすごい高いよ
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ねということで、私たちのような人間で企画も

できるんじゃないかというところで実施をして

います。新聞の広告出稿とかは新聞会社にお願

いしたりするんですが、今いろいろな企画をし

ています。例えば、温泉をそのまま別府市外に

届ける事業とか、最近、全国に広がっている

「♯別府エール飯」という企画をして、そこで

テイクアウトの事業を増やしていったりとか、

ソーシャルディスタンスの温泉のマークを企画

して、そこから啓発事業を行ったりしています。

あとは、別府の起業、創業支援を実施しており、

ＯＮＥ ＢＥＰＰＵ ＤＲＥＡＭ ＡＷＡＲＤ

というピッチコンテストを行っています。あと

は、今は少し落ち込んでいますが、Ｈｕｂｅｒ．

と東急と一緒に、インバウンド向けの観光案内

所などの運営をしていたりします。今回、この

ワーケーションが話の中心になるんですが、２

０１９年４月に鉄輪温泉にコワーキングスペー

スをオープンして、１年半ぐらいたつんですが、

今のワーケーションからの流れがすごく増えて

いる場所になっています。多種多様な事業を行

っているんですが、簡単にですけれども御紹介

しました。

本日の本題ですが、皆さんもう既に御存じだ

とは思いますが、まずワーケーションという言

葉は、ワークとバケーションを組み合わせた造

語です。アメリカでも結構使われているワード

で、日本の言葉というよりかは結構海外でも使

われている言葉です。

このワーケーションですが、結構いろいろな

型があって、仕事重視型と休暇重視型に大きく

分かれると思っています。

仕事重視型は、例えば、今はリモートワーク

で仕事をする中で、チームビルディングが結構

おろそかになってしまっている事例が多いので、

チームでオフラインで集まって、会社ではない

場所で社員の成長機会をどんどんつくっていこ

うというところが多くなっているかなと思いま

す。その中で、非日常の業務ですね、地域と密

接に関わりながら新しいイノベーションを起こ

していくという流れが仕事重視型なのかなと思

っています。

休暇重視型は、例えば、個人、フリーランス

の方とか、企業の社員の方々が旅行がてら、有

休を取得しながらも、普通に家でもしているよ

うな日常業務をテレワークの延長として、温泉

地でしたりだとかして個人の活力アップにつな

げるという形だと思っています。

目的が違うものがいろいろ出てきているので、

ひとえにワーケーションと言っても、そこの捉

え方は人それぞれなのかなと思っています。

少し遊びながら、１、２時間メールを返した

らワーケーションでしょう、と言う方もいるし、

普通に仕事をして、その仕事をしている場所が

たまたま温泉地だったんだよね、みたいな人も

いるし、そこの個々の捉え方が違うので、一言

でワーケーションという言葉を定義付けなしに

会話をしてしまうと、全然ばらばらな議論にな

ってしまうというのが私個人として感じている

ところです。この二つに分かれるのが、多分そ

れぞれみんな違うので、あくまでも一つの例と

して捉えていただければと思っています。

ここで重要なのが、大分県全体として何を目

的にワーケーションを推進していくかかなと思

っています。別府は、観光産業がメインですが、

観光産業の個々の産業がもう少し今の時代に沿

った、例えば、キャッシュレスとか、もう少し

個々の生産性が上がる取組が、まだ余りなされ

ていなかったりします。いろいろな企業とワー

ケーションで交わることで、そこの課題解決が

なされたりとか、産業を新たに生み出すパート

ナーとして、ワーケーションの企業を捉える場

合もあります。また、単純に一つの観光の手段

として、今までは観光で、旅行で遊びで来てい

たけれども、仕事をしながら観光するみたいな、

新しい観光のスタイルとして広げていくという

形もあります。結構目的が違うのかなと思って

いるので、そこの設定をどこにするかが重要で

はないのかなと個人的には思っているところで

す。

そんな中、まだワーケーションという言葉が

浸透する前ですが、ちょうど大分だとラグビー

があった頃の２０１９年９月頃に、イノベーシ

ョン創出型ワーケーションを行いました。これ
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は、さきほどの産業をどう生み出していくかを

目的に、手段としてワーケーションを実施した

という形です。

別府は、ＡＰＵがある関係で学生の起業家が

非常に多くなっています。特に留学生の起業家

も増えてきていますが、彼らがずっと別府にい

る中で、新しく事業を拡大するとか、次の事業

のフェーズを考えるというところで、アドバイ

スをもらえる人間が少なかったということがあ

りました。そこで、ワーケーションで来てくれ

るベンチャーキャピタルだったりとか、事業開

発しているメンバーに、３泊４日でブラッシュ

アップできないかというところで実施しました。

御存じかもしれませんが、バングラデシュの革

製品の企画と製作・販売をしているＬＥＧＡＭ

Ｅという会社と、日本とインドのマッチングビ

ジネスをしているＪＩＩＴＡＫというＩＴの会

社、まだ起業していないですが出口塾の中で何

かをやりたいと思っていた３人の学生でディス

カッションしました。出口塾の学生は、最近、

クラウドファンディングで木のお茶を飲むとい

う事業を始めたようです。そういった最初の種

もここで出てきたのかなと思っています。

これは９月に実施しましたが、５月から９月

ぐらいに、ワーケーションするなら何が必要か、

何度か東京で検討会議を実施していました。そ

もそも、これからワーケーションに来る東京の

企業に、別府はどういう場所なのかをまずイン

プットしていただくと。実際別府も起業家が多

くて、もうすぐコワーキングスペースをオープ

ンして１か月目だったので、コワーキングスペ

ースがオープンしました、周りに湯治宿があっ

て、こういう形で長期滞在できるんですよ、と

いう基本的な情報を先にお伝えしました。その

後、それだったらこういうワーケーションのプ

ランがいいのではないかというのを、コアメン

バー５名くらいで話し合って、もう少し人数を

増やそうというところで、モニター公募という

形でモニターの会社を３社ぐらい集めました。

その後、プランの検討を２回ほどして、実証の

プレスリリースをして、最後に実施という形に

なっています。

参加メンバーは、凸版印刷、アジアクエスト、

ｇｒｏｏｖｅｓ、Ｐｌｕｇ ａｎｄ Ｐｌａｙ

――これは世界で一番大きいＶＣの会社で、参

加者はＡＰＵ卒業生です。それと、博報堂の新

規事業開発をしている部長、ＫＧ ＰＬＡＮＮ

ＩＮＧ ＯＦＦＩＣＥという越境ＥＣとかをし

ているグローバル系の会社、あとＴＯＴＯと、

ＭＲＩというメンバーに来ていただきました。

このメンバーが何で集まったかというと、ＭＲ

Ｉがしていらっしゃる未来共創イノベーション

ネットワークという会議体というか、大きな集

まりがあって、そこに１００社ほどの企業が集

まっています。Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫはそこの

賛助会員になっていて、そこに、凸版印刷、ト

ヨタ、ＴＯＴＯとかの大企業と、あとアジアク

エスト、ｇｒｏｏｖｅｓとかのベンチャー企業

の方が集まっています。その会議体の中で、こ

ちらからワーケーションというのがこれからは

やりそうだから、別府でやりませんかという提

案をして、それだったらといって興味を持った

企業が集まってチームになったという形です。

博報堂とＰｌｕｇ ａｎｄ Ｐｌａｙは、モニ

ターで募集したところ応募してくださった２名

です。いろいろな企業の３０名ぐらいの方が応

募してくださって、その応募もｇｒｏｏｖｅｓ

のプラットフォーム上で実施をしたので、ここ

までは全くお金はかけていないという感じです

ね。

実際の内容をざっと簡単に御説明すると、１

日目は、各自で別府入りしていただいて、そん

なに広くないんですが、湯治宿をリノベーショ

ンして造っているコワーキングスペースのａ

ｓｉｄｅ－満寿屋－で自己紹介をして、鉄輪温

泉のエリアを案内しました。その次に、大分フ

ットボールクラブの神村室長に、どう働き方改

革するのかを講演していただきました。なので、

ここでも大分と東京の企業が交わる機会をこち

らからつくっていったという形ですね。最後は

地獄蒸しで懇親会をしたという、１日目は結構

交流を深めるような内容が多かったです。ここ

で初めて会う方も多かったので、自己紹介をし

ていました。
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次は、留学生の起業家のビジネスアイデアの

ブラッシュアップというところで、午前中に出

口学長に、そもそもどういう学校なのかとか、

どうやって起業家を育成していくのかの話をし

ていただきました。その後、ようやく事業アイ

デアのディスカッションで、これは左下の写真

ですが、右手前の学生がバングラデシュの留学

生ですね。彼がしている事業について、皆さん

に話をして理解を深めていくという形です。

午後は、ずっと事業のブラッシュアップで、

ここに結構籠もりきりでアイデア出しを行って

いました。夜は、皆さんのリモートワークです

ね、日常的な業務をしていただくという形で実

施をしました。

３日目は、１０時まで御自身のリモートワー

クをしていただいて、その後、希望の学生が個

別で面談したいというリクエストがあればそこ

にお応えして、より事業のアイデアを深めてい

くという時間を午前中と午後につくって、その

後、３時からはリモートワークで日常業務を行

うという形にしていました。

４日目は、午前中に学生起業家から、今回、

２日間事業をブラッシュアップしてもらって、

今後どう事業を進めていこうかという決意表明

というか、まとめていただきました。ＪＩＩＴ

ＡＫの彼とかは、やりたいことが三つぐらいあ

って定まっていなかったんですが、それが一つ

に定まって、今、大分県の湯けむりアクセラレ

ーションプログラムに採択されていたり、そう

いった形でかなりいい機会だったというリアク

ションをいただいています。

午後からは自由行動、帰路に就く方は帰路に

就くという４日間でした。

この実証結果ですが、異業種の８社ぐらいの

方々が集まって、３泊４日寝食を共にして過ご

すというところで、すごく満足度が高かったで

す。参加者間の交流、ディスカッションが想定

以上に価値が高かったと書いていますが、一緒

に温泉に入るのはすごく距離が近づくみたいで、

実際にここで学生起業家とワーケーション参加

者もそうなんですが、この参加者同士の商談と

か、あと業務連携とか、協業というところが今

どんどん進行、進捗している状況です。例えば、

アジアクエストと博報堂が新しい事業を何か一

緒にやろうかという話だったり、先々週も皆さ

んで博報堂のオフィスツアーをやったり、３、

４か月に１回ぐらいは今も集まっているような、

仲間みたいな形になったのがすごくいい結果だ

ったのかなと思います。

今回、学生の事業アイデアのブラッシュアッ

プを軸にワーケーションしていきましたが、学

生の事業アイデアだと、まだ事業アイデアの種

の前のレベルのものもあって、実際に事業を動

かしている企業の方々とのギャップがなかなか

すごくて、この３泊４日で何かを一気に生み出

すというのが少し難しかったなというのがあり

ました。なので、どちらかというと学生ではな

くて、もしかしたら地元の企業の方々と一緒に

こういう機会を行った方が、具体的なアウトプ

ットはもっと加速するのではないかという意見

もありました。

あとは、実施した鉄輪温泉のワーケーション

の候補地としてのポテンシャルですが、ここは

非常に高評価でした。もともと鉄輪温泉は湯治

場で、キッチンが付いていて、部屋の鍵を自由

に持ち運びできます。なので、マンスリーマン

ションやウイークリーマンションみたいな形で

利用でき、そういう意味ではすごく長期滞在に

は向いているところで結果は良かったです。ど

うしてもホテルの一室だと自炊ができなかった

りとか、ずっと外食続きになってしまったりと

かするんですが、湯治宿というのは、キッチン

があって自炊ができるというところで高評価だ

ったのかなと思います。

最後、まとめですけれども、私を含め、今回

の参加企業と一緒にディスカッションして、今

後の課題が三つ出てきました。

まず一つが、提供価値の見える化で、別府で

のワーケーションを会社の業務とか研修の一環

として実施してもらうため、会社の決裁をちゃ

んと取れるようなエビデンスが必要ではないか

という話がありました。個人で行く分には個人

の決裁なので問題ないんですけれども、例えば、

別府に１週間ワーケーションで行ってきますと
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言われても、そこで決裁は通らないというか、

何で別府に行くのかというエビデンスが必要だ

というのが課題として上がってきました。

例えば、別府で温泉に入って、交感神経が優

位になって、すごく生産性が上がるんですと言

って、本当に数字としてエビデンスが出ていれ

ば、もしかしたらＯＫかもしれないし、提供価

値の見える化が必要かなと思います。温泉宿の

予約プラットフォームをやられている、ゆこゆ

こという会社がいらっしゃったんですが、本業

との関連性があるので、別府にいらっしゃって

ワーケーションをする意味があるんですね。例

えば、鉄輪温泉を拠点として２週間ワーケーシ

ョンして、九州の営業先を回るだったり、そう

いった本業との関連性が必要なのかなというと

ころが二つ目の課題に上がりました。

今回、地域課題の解決だったり、地域活性化

体験というところで訴求をしたんですが、学生

の起業アイデアのブラッシュアップというとこ

ろだけでは十分とは言えないと。本業とどう関

連性があるのかを見せないと、ｔｏＢ、企業に

対してのワーケーションは難しいのかなという

ところがありました。ｔｏＣ、個人に対しての

ワーケーションは、個人の決裁なので、観光と

同じ文脈で伝えられると思うんですが、そこの

ターゲットの考え方で打ち出し方は変わってく

るのかなというところがあります。

三つ目ですね、ワーケーションを目的化しな

いというところで、非日常空間の中で集中して

アイデア出しのギアを上げる、仕上げの場に対

する最適な機会としてワーケーションがあると

いうところですが、例えば、いろいろな企業の

人とか、いろいろな人が集まって新しいアイデ

アを生み出すオープンイノベーションのプログ

ラムだったり、そういうプロセスの中に組み込

むことができると、ビジネスへの展開につなが

る可能性もあるのではないかと思っています。

どちらがいい、悪いではないですが、観光で

来るワーケーションと、ｔｏＢに対して今後ビ

ジネス展開を考えてのワーケーションというの

は、考え方が結構異なってくるので、そこは最

初にお伝えしたような、何を目的にするかで施

策が変わってくるのかなと思っています。

簡単ですが、実証をした課題感というところ

で御説明しました。内容は以上になります。あ

りがとうございます。

ありがとうございました。衛藤委員長

それでは、これより質疑並びに意見交換に入

りたいと思いますが、ざっくばらんに行いたい

と思います。

委員、委員外議員は関係なく、挙手、御発言

いただいて結構です。

何でも大丈夫です。このワーケー池田参考人

ションだけではなくて、単体の企業が来たケー

スもあります。コワーキングスペースも運営し

ていますが、２、３か月別府に滞在して、ふだ

んは海外の裁判所を巡っている女性弁護士の方

や、エンジニアの方が会員で使ったりしていま

す。ワーケーションという一言ですが、目的が

ｔｏＢなのか、ｔｏＣなのかで、ハードルが結

構違うのかなと。大分県としてどこを目的に、

このワーケーションを手段として活用していく

かは、結構ポイントなんじゃないかなと思って

います。

ｔｏＢとｔｏＣ、仕事重視と結果衛藤委員長

重視に分けて考えるのが非常に大事というのは、

本当に印象に残ったんですが、実際に今、ｔｏ

ＢからｔｏＣまで、いろいろな事例を別府で受

け入れているという話でした。感覚的な部分で

結構なので、マーケットの規模、つまり需要の

規模がそれぞれどうなのか、実際にやっていく

上での自治体としてのハードルや大変さという

部分で、ｔｏＢとｔｏＣの違い、感じていると

ころがあれば。

ｔｏＢに関しては、企業の中で狙池田参考人

える場所がかなりニッチというか、意外にニッ

チなんですよね。例えば、さきほどの企業の中

だと、ＴＯＴＯは今回有休を取得していらっし

ゃったんですね。何でかというと、ＴＯＴＯは

まだ、家と会社以外で仕事しちゃだめだと言わ

れているんですね。博報堂はＯＫとか、会社の

中で、そもそもワーケーションできるかできな

いかというのが明確に分かっているので、そこ

がＯＫな会社は、結構リストアップできると思
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うんですね。例えば、私は別府にいるので、別

府市を一つの会社として見立てたときに、別府

の産業とどう親和性が高いかとか、三次産業が

９割だったら、もう少しほかの産業構造で、今

後どういうポートフォリオでやったらいいのか

を考えて、ここの産業の企業とこれから一緒に

何かやったら可能性があるんじゃないかとかを

リストアップした中で、業種だったり、企業を

選定していくと、結構限られるんではないかな

と思います。

今、リモートワークと言っていますが、意外

と、家でＯＫ、外でＮＧという会社はまだ多い

です。ベンチャー企業は余りそういうことはな

いので、大企業も視野に入れるのかどうかとい

うところを含めて一つの判断材料かなと思いま

す。

あと、ｔｏＣに関して、ｔｏＣの方も大体仕

事内容が決まっているというか、例えば、ライ

ター、エンジニアの方が多いですね。パソコン

で仕事ができる方がほとんどになるので、職種

を絞るというか、書き出すと意外に少ないなと

いうところはあると思います。なので、市場と

してすごく大きいというわけでは多分ないです

ね。

例えば、観光の市場で見たときに、こういっ

たワーケーションは長期滞在ができます。今の

普通の観光の考え方は、平日は１泊で旅行する

方が多いと思うんですが、平日の連泊需要が狙

えるのが一つのメリットだと思います。そうい

う連泊需要の市場を生み出すという意味では、

新たなものになってくるかなと。

ありがとうございました。衛藤委員長

新しい住み方と働き方という形で、麻生委員

特にワーケーションについてお話をいただきま

した。ありがとうございました。

大分県として、どうすれば特に選ばれる地域

になるのかという視点で、我々としては、どの

ような施策を行政と探していけばいいかがポイ

ントになってきます。池田さん自身が東京と別

府の２拠点居住で、２拠点居住でなぜ別府を選

んだかは、御出身というのもあるんだろうと思

うんだけど、今回鉄輪をテーマというか、場所

として選ばれているわけです。そういう意味で、

兼業とか副業のために、さきほどおっしゃった

ような会社の就業規則の見直しとかも大事なポ

イントになってくるんだろうと思います。

例えば、高円寺アパートはジェイアール東日

本都市開発が、リニューアル、リフォームした

りして、移動のアクセスとかの部分も一体的に

やって、選ばれる地域になっているんだろうと

思うんです。

今回、Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫは、別府を中心

に温泉という一つのテーマでワーケーションを

して、三つの課題を出すことができたと。そし

て、これを具体的にやっていくためには、さき

ほどのプログラムの参加メンバーを見ても、ス

タートアップという視点から学生、あるいは事

業承継では跡継ぎベンチャーとか、地元のそう

いったメンバーをどう組み込んでいくかになる

んだろうと思います。

２拠点居住は、今後の鍵を握ると思っていま

す。そういう意味で、２拠点居住に関して、副

業、兼業、就業規則あるいは税制も含めて、何

かもっとこうあったらいいねとか、選択肢が広

がるような、その辺の視点から少しお話をいた

だければ。

課題はすごく明確で、副業、兼業池田参考人

を別府、大分でしたいという方はいらっしゃる

んですが、仕事がないんですよ。仕事がないと

いうか、見える化されていないですね。例えば、

今、ライターの方が２か月滞在しています。本

を出版されている結構著名な方で、別府のエッ

セー的なのを、こういう形でできるんですとい

う話があったので、それだったら、今、別府の

メディアでライターが不足しているから紹介し

ますよと、口コミで紹介できます。私のような

人間にアクセスできる人は見つけられるんです

が、そうじゃない、単純に大分で何か副業がで

きないかというときに、仕事の見える化が余り

できていなくて、もちろん副業のプラットフォ

ームは、いくつか――Ｓｋｉｌｌ Ｓｈｉｆｔ

だったり、Ａｎｏｔｈｅｒ ｗｏｒｋｓだった

り、Ｔｉｍｅｅだったり、いろいろなスタート

アップがプラットフォームをつくられていて、
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そこでいろいろな地方の仕事を見える化はして

いるんですが、その会社から、どう大分の仕事

を見える化できますかという相談が私に来たり

しています。例えば、地元の事業者で、これか

らデジタルマーケティングに注力したいけど、

そういう職種とそもそもどうつながればいいか

分からないとか、意外とそこに課題があると思

うんですね。そこを拾うところまでまだいって

いないのかなと。多分私がしなきゃいけない、

一つの課題であると感じています。仕事がある

と、地方につながるきっかけというか、目的が

できるかなと思います。仕事がないと、そこで

の２拠点生活がどうしても具体的になってこな

いなとすごく感じているところです。

私は、かなり認識が違っているんだ麻生委員

けど、２拠点で、今あるスキルをどうやって使

うことができるのか。田舎暮らししている人間

からすると、仕事はつくっていくもんだという

発想で、都会の方にサポートしてもらうのはい

いんだけど、いつも一瞬で終わってしまう。１

年、２年はいいかもしれないけど、長続きしな

い、粘り強さがない――そういった部分につい

てどのようなサポート、連携を図っていくかが

ポイントで、そのためには、企業の就業規則で

基本的に２拠点居住ＯＫだよとか、住宅ローン

税制を含めて２拠点制度をどう考えるかとかい

った部分まで踏み込んでいかないとなかなか難

しいかなと。

だから、そういったときに選ばれる地域とし

て、大分で子育てする場合には別府の方がいい

よねとかいうような、どういった部分を我々は

準備していけばいいかというね。

そうですね、今、２拠点居住して池田参考人

いる方の大多数はフリーランスの方なんですね。

フリーランスの方目線で考えると、そんなに費

用感は高くなくていいので、その地域でも仕事

が欲しいというか、そこに何か関わるきっかけ

が欲しいというのが声としては上がっています。

ただ、企業に勤めている方が２拠点にするのは、

まだ結構ハードルが高いですね。確かにおっし

ゃるように、会社の制度が整っていないという

のがあるので、企業側が変わらないと、こちら

も受皿として準備ができないというのが今の状

況だと思います。（「現実はね」と言う者あ

り）そうですね。なので、そこを見越してこち

らで受皿をつくるために先に準備をしておくの

は、確かにありだなと思いました。

今日はありがとうございまし大友委員外議員

た。

私が聞きたかったことは、衛藤委員長が聞い

たことだったんですけど、我々の感覚からした

ら、今、ワーケーションという言葉がどんどん

世に出回って、マーケットがもっと大きいのか

なという感覚に陥るところがあるんですけれど

も、聞いたところ、意外とマーケット自体は小

さいということです。ｔｏＢ、ｔｏＣの目的を

はっきりさせた上で作り込みをしていかなきゃ

いけないと。そういうことをしていった上で、

どうその小さいマーケットの中にアプローチを

していけばいいのかという部分をお聞かせいた

だきたいと思います。

そうですね。その小さいマーケッ池田参考人

トの中で、どこをターゲットにするかというと、

恐らく大分の場合は、やはり福岡がターゲット

になるのかなと思います。今回この参加企業に、

旅費だけはこちらがお支払したんですね。会社

の経費としてそれを出すとなると、飛行機代が

どうしても高くなってしまうんですよ。そうす

ると、一つの地方と見たときに、競合がいすぎ

て、すごい突出した差別化がないと、熱海とか

箱根に行ってしまうという話です。であれば、

小さいマーケットの中でも優位性が高いのは、

福岡をターゲットにすることだと思います。

あともう一つは、例えばですけれども、今度

大分空港がスペースポートになるというのはか

なり差別化できるポイントかなと思っています。

ＩＳＴＳは少し延びちゃいましたけど、開催さ

れるという中で、例えば、宇宙ベンチャーや、

衛星を作っている会社とか、宇宙ということに

関しては、つくば、種子島に次いで、大分はど

んどんアプローチできるのではないかと思いま

す。そういった本当にニッチに差別化できると

ころがあれば、小さいマーケットの中でも戦え

ると思いますが、飛行機代は結構ワーケーショ
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ンの中では大きなハードルです。

実は私、中津市で温泉と旅館大友委員外議員

業をしていて、旅館業の中でワーケーションを

取り込んでいこうと思ったら、やはりｔｏＣの

方が単純に考えやすいんですけど、別府みたい

な観光地でなく、山の中に１軒ぽつんとあるよ

うな旅館です。ワーケーションを取り組んでい

こうと思ったら、ｔｏＣでどういう作り込みを

していって、どういうアプローチをしていけば

いいのかなと。

今、宿も、まだワーケーションに池田参考人

対応している部屋になっているわけじゃないじ

ゃないですか。今週、５社ぐらいのホテルとか

宿に今の状況のヒアリングに伺ったんですが、

部屋とかも見せていただいたら、コンセントが

遠かったり、Ｗｉ－Ｆｉはあるんですけれど、

こういう椅子と机がなかったりとかするので、

椅子と机と近くにコンセントがあるだけでも、

まだ今の状況では結構差別化できるかなと思い

ます。

皆さんもお分かりかと思うんですが、５時間

とか長時間、パソコン作業をしていると、畳に

机で座椅子だと腰がめちゃくちゃ痛くなるんで

すよ。鉄輪温泉の湯治宿もそこは整っていない

ので、コワーキングスペースに来た方は、長時

間できるからめちゃくちゃ助かりますとか、そ

の部屋になくてもそういうデスクと椅子があっ

て、パソコンは充電がすぐ切れるので、目の前

にこのコンセントを差せるものが――そこだけ

でも整えているというのがあれば、中津だった

ら福岡に近いですし、車で１０分で行ける山あ

いでこういうことが１週間できる、回線速度も

すごく速い、となったら、今の状況だったらま

だ差別化できると思います。（「頑張ります」

と言う者あり）本当にワーケーションという言

葉が、今、すごく世の中で広がっているけれど

も、実際の受皿は、まだ全然対応できていませ

ん。ほとんどの宿は、Ｗｉ－Ｆｉ全館完備はで

きています。ただ、そこがニーズに沿っていな

いのは、意外に大きな課題かなと思います。ど

うしたらそこを解決できるかというのは、例え

ば、机と椅子だけは、どこかの部屋に置けると

か、すごく小さなところですけれども、その辺

はありますかね。

旅館業の仲間とかでも、ワー大友委員外議員

ケーションに取り組みたいという方が結構多い

ので、その辺の情報をまた広げていきたいと思

います。ありがとうございます。

お願いします。最近、ビッグロー池田参考人

ブが、ＯＮＳＥＮ ＷＯＲＫというワーケーシ

ョンに特化したＷｅｂメディアを立ち上げられ

て、そこは登録宿が増えているので、そういう

サイトを見られると何が必要かが明確に書かれ

ているので、参考になるかなと思います。

ぜひまた、旅館の若手の皆さんの衛藤委員長

勉強会の講師をお願いしたいと思います。

そうですね。ビッグローブとオン池田参考人

ラインでつなげてとか。

どうもありがとうございまし木田委員外議員

た。

今、ワーケーションはかなりワードとして広

がって、山田別荘がこの間新聞で出ていて、そ

のように皆さん努力されて、個々のワーケーシ

ョンは市とか県が支援して、進んでいくと思う

んですが、ワーケーションはプロセスの一つと

思っていて、東京一極集中から転換してプロセ

スにしなくちゃならないなという思いがありま

す。パソナ本社が淡路島に移るとかいうように、

将来的に日本の形が変わっていくところを目指

して、そのプロセスとして、今ワーケーション

が動いているのかなと感じます。仕掛けの割に

は、ワーケーションの人が大分県で年間２００

人、３００人になったということじゃ、どうか

なと思います。県としては、企業合宿型とか、

拠点を大分に設けてもらう、それをマッチング

していただける仕組みを考えていかないと悪い

かなと思うので、その辺を池田さんがしていた

だけるかどうか、分からないんですが。

ワーケーションというワードが広池田参考人

がってくると、個人で行こうかなと思う方が増

えると思うんですよ。そこに対して、さきほど

おっしゃっていた受皿としての宿に、机とかコ

ンセントとかがあれば、そこはマッチングでき

ると思います。大分県としてどこを――さきほ
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ど麻生委員がおっしゃっていた２拠点居住とか

をゴールにするのであれば、最初のきっかけと

してワーケーション、という捉え方になると思

うんですね。ゴールが２拠点居住とか、支社の

進出とか、企業誘致になってくるかもしれない

ので、そうしたときに狙うターゲットは、単純

にｔｏＢの中でもどういう企業なのかが見えて

くると思います。そこを考えて、その分を狙い

打ちじゃないですけど、ワーケーション、言っ

たら企業研修という形で展開していくと、大分

県としての産業発展につながるのかなと思うん

です。（「それがないとね」と言う声あり）単

純な観光としてのワーケーションだけで終わら

せると、ブームで終わって、何も大分に残らな

いという懸念がすごくありますよね。

東京の企業は面白かった、じ木田委員外議員

ゃ、どうかという気がするので。普通にやると

神奈川や南紀白浜とか、ああいったところに注

目がいって、何となく地元としての成果が感じ

られないので、やはり拠点がここに来るという

ところに持っていかないと。さきほどの宇宙産

業は、確かに可能性があるかなという気がした

ので、交通費などの支援は新年度に向けて県で

も考えると思いますが、さきほどの宇宙産業に

力を入れていくというのは、少し可能性がある

なと感じました。

国東市だったら、もしかしたら宇池田参考人

宙ベンチャーのエンジニアとかが１、２か月滞

在するようになるので、そういう宇宙系のエン

ジニア向けのワーケーション施設だったりとか、

竹田市だったら、そういったアーティストの方

だったりとか。老舗企業も多くいらっしゃるし、

長湯温泉とかですね。その産業に向けた企業だ

ったらどこなのか、そのターゲットが地域の特

色をいかして明確化されると思っていて、別府

の場合は１００か国の人が住んでいるので、越

境ＥＣ、海外へのＥＣサイトを立ち上げようと

しているグローバル企業が、マーケティングリ

サーチのためにベトナム人の子たち１０人にヒ

アリングしたいから、１週間ワーケーションす

るとか。何かそういう目的があって、単純な手

段としてワーケーションがあるという考え方で

いかないと、社会全体がブームで終わりそうで

もったいないなとすごく感じています。

ありがとうございました。木田委員外議員

どうもありがとうございました。堤委員外議員

別府市が出資されて、平成２９年から立ち上

げて３年のまだまだ若い企業だと思うんですけ

れども、収益は一体どういう形で上げているの

かが一つ。

もう一つは、フリーランスの方が紹介しても

らって仕事する分は、労働規制というのは余り

関係ないんだけれども、企業の方々がそこに滞

在されて、オンラインでつながって仕事すると

なると、個人の観光と企業の仕事のすみ分けと

いうんですかね、時間の制約というのも非常に

分かりにくくなってくると思う。オンラインの

場合には、労働規制で問題になっていますから

ね。労働法制的に何か助言というか、されてい

るのかを少し教えてください。

ありがとうございます。池田参考人

Ｂ－ｂｉｚ ＬＩＮＫの収益性で、今出資は

別府市ですけれども、それをどんどん私たちで

資金調達をしようと動いていて、例えば、私が

今行っている事業を環境省やほかの自治体のコ

ンペに出したり、別府市の税金は余り使わずに

別府の産業の経済波及効果を上げていこうと、

今どんどんシフトしてきています。まだ３年目

で、本格始動してから２年目ですが、今ちょう

ど過渡期というか、変革期だと思っていて、２

年後ぐらいには別府市の出資というよりは一つ

の会社として、でも一般社団法人なので、別府

市に還元する形で、事業を回していきたいと動

いているという感じです。

個人的な思いとしては、別府の跡継ぎベンチ

ャーというか跡継ぎの方が今増えているので、

彼らと一緒に、新しく事業をつくるのを来年ぐ

らいからしていきたいというのはお伝えしてお

きます。どんどんこの２年で変わっていってと

いうのを今イメージしています。

２点目ですけれども、確かに企業にとって労

働時間がちゃんと決まっているところと、成果

を出せば大丈夫ですというフレックスの会社と

かもいらっしゃって、今回、こういう企業が集
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まって、フレックスの会社とかも９時から５時

で必ずやらなきゃいけないとか、１０時から２

時はいなきゃいけないとかあるので、そこの会

社それぞれの時間の考え方は違いますね。先々

週、ＭＲＩというフレックスの会社の皆さんに

お会いしたんですけど、いまだにずっとリモー

トで、全然会社には行っていないという感じな

ので、時間のカウントは、別府にいようが、東

京にいようが一緒なのかなと思います。ただ、

ＴＯＴＯとか、家と会社以外ではしちゃだめで

すというところはありますが、そこの考え方は

タイムカードを切るような感じではないかなと

思います。

ＫＧ ＰＬＡＮＮＩＮＧとかは、オフィスを

解約されて自宅でやっていたりとか、博報堂は、

提携しているコワーキングスペースがあって、

自宅かコワーキングスペースか会社でやるとい

う方が多いようです。ＭＲＩも同じでしたね。

凸版印刷もそうですね。会社によってルールが

まちまちですね。

ありがとうございます。衛藤委員長

委員の皆さま、ほかによろしいですか。

鉄輪にコワーキングスペースを造っ今吉委員

ているでしょう。かなり内装をしたんでしょう

けど、宿泊するので、当然お金はもらうという

ことになるんでしょうか。

もちろんです。ただ、かなり安い池田参考人

ですけれど、２時間ドロップインで５００円で、

１日１千円です。

そのくらいなんですね。風呂も付い今吉委員

てですか。

はい、温泉入り放題です。池田参考人

あとは自炊ですか。今吉委員

コワーキングスペースは仕事する池田参考人

場所です。鉄輪温泉は多分少し変わっていて、

大きいホテルが少ないので、周りに泊まって、

仕事場はコワーキングでしてのような、エリア

全体をホテルとして見立てるというエリアイノ

ベーションの考え方です。

ほかに泊まるんやね。今吉委員

そうです。池田参考人

温泉入って仕事するということよね。今吉委員

はい。（「湯治宿を改修」と言う池田参考人

者あり）そうです。

これは、別府市が所有しているんで今吉委員

すか。

ここは、別府市が５年間所有して池田参考人

います。なので、５年後に黒字化するように、

今施策をつくっています。鉄輪エリアはすごく

狭くて、湯治宿しかないので、エリア全体で予

約ができるプラットフォームを募ったり、まち

全体の収益化構造をつくっているという感じで

す。

ワーケーションは、在宅勤務で事務今吉委員

仕事をするとかが一般的と思ったんですが、企

業にすると、ある程度営利が見えてこないとも

たないよね。だから、ワーケーションは、単純

な事務仕事だけだったら続かなくなると思うし、

結局、企業としては利益が出るものに対してし

か出せないですよね。

そうですね。なので、個人でのワ池田参考人

ーケーションは広がるでしょうけど、企業は何

かメリットがないとお金は出さないですよね。

ありがとうございました。今ずっと玉田委員

話を聞いていて、コワーキングスペースが所在

するコミュニティへのアプローチというか、そ

こにコワーキングスペースがあることで、その

周りがいい雰囲気になってくるとか、いいコミ

ュニティになるとか、少し活性化の糸口がつか

めるとか、何かそういうことについてのビジネ

スモデルができるといいなという思いで聞いて

いました。そういう糸口みたいなのがあれば教

えていただきたいということが一つと、今コワ

ーキングとか、ワーケーションも、働き方改革

とかコロナの中で注目されているけど、ウィズ

コロナの中でコワーキングスペースを選択する

側にとって、感染拡大状況が気になっていると

思うんですね。しばらく続くでしょうから、そ

ういう中で、どういう方向になっていくのかな

と。今、実践する中で見えてきているものがあ

れば。

そしてもう一つは、これが落ち着いた後にど

ういう方向になるのかなと。少しすごく理念的

な、方向性的なところだけど、その辺のところ
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で、今実践しながら、見えてきている部分があ

ったら教えてもらいたい。

１点目の糸口というか、仕掛けで池田参考人

すけれども、鉄輪温泉のコワーキングを２年前

の２０１８年に半年ぐらいで造って、２０１９

年にオープンして、そこから外の人が来るきっ

かけになったんですよね。来て、何か面白そう

となりますが、それだけだと根付く人は生まれ

ない。鉄輪温泉に興味を持っていた関西の女性

――御存じかもしれないですけど、湯治ぐらし

というシェアハウスをしている女性で、彼女も

もともと電通で１５年ぐらい働いていて、温泉

地で移住先を探していました。それで、鉄輪温

泉に住みませんかとおつなぎして、彼女が来て。

そうすると、私もそうなんですけど、そういう

外の人がこのコワーキングとか、鉄輪エリアに

関わり出すと、そのまた関わっている人が来る

ようになりました。ただ、その関わっている人

が来るようになっても、その人が何かアクショ

ンできる場がないと、次また根付かないので、

その関西から移住してきた女性が７年前ぐらい

にチャレンジショップを造って、そこで今、ワ

ーケーションで１か月滞在しているコンサルタ

ントの男性が、夜、角打ちをしています。スモ

ールビジネスの事例になってしまいますが、そ

ういう形で、１か月とか滞在している人が仕事

が終わって、夜角打ちとか少しチャレンジでき

る場があって、そこでまた人が集まるような、

種となる人が何人かいて、そこにコワーキング

やチャレンジショップができて。その湯治ぐら

しというシェアハウスに、コワーキングとかで

よく来るようになった大学生が住めるようにな

って、そういう、場と人がセットでいると、結

構機能していくんだなというのがこの２年ぐら

いです。

また、湯治宿をしていたけれども、もうして

いないおばあちゃんたちに、空いているスペー

スがすごいたくさんあるので、貸してくれない

かという話をして、コワーキングに、料理教室

をやりたいという人が来たら、そこにおつなぎ

してという形を続けて、この２年間で１２軒ぐ

らいの店がオープンしています。本当にスモー

ルビジネスで、お総菜屋とか、クッキー屋とか

ブックカフェとかですけれども、そういった形

で、空いているスペースとか、チャレンジショ

ップとか、シェアハウスとか、コワーキングス

ペースがあって、かつそれを結ぶ人みたいなの

が必要かなと思います。

ただ一つ問題なのが、結ぶ人がお金を稼げな

いんですね。私は今、一般社団法人に所属して

いるので、そこでの活動ができるんですが、そ

こがマネタイズできないのが課題だと思います。

事業の内容としては、空いているスペースを借

りてそれを誰かに貸す、チャレンジショップの

サブリースの事業ですよね。だけど、そこだけ

だとマネタイズは余りできないので、チャレン

ジしたい人を探す人件費と見合ってないところ

が課題です。

二つ目と三つ目ですと、難しいですね。産業

として見たときに、スモールビジネスだけをた

くさん増やしても、まち全体の産業はそこだけ

ではつながらないし、大きなレイヤーで見たと

きのやり方をやりながら、スモールビジネスの

やり方もしてという、何というか、広さという

か、大きさで見て展開して、かつそのフェーズ

が長期のものもあります。例えば、企業誘致だ

とすごい長期ですよね。ワーケーションで来て

面白そうな仕事の種があって、そこにちゃんと

シェアオフィスがあって、会社は、進出するな

らここがベターだと決めるのは３年とか５年と

かかかるんですけれど、スモールビジネスだと

すぐ始まる。スモールビジネスをいっぱい増や

して、収益性が高い企業誘致は長期だけど、そ

れに向けてのワーケーションをここでやる、の

ような、そういう組み立て方をしておかないと

なというのはあるんですけど、そこを１人とか

でやるとなかなか難しい。うちのチームは２、

３人しかいないので、どう成果を出していくか

は難しいなというところです。

それでは、最後は、時間の関係で衛藤委員長

短めでお願いします。

別府だと温泉があったりとか、宇宙成迫委員

開発でこれから非常に広い展開が見込めるとこ

ろはいいですけど、県南に関しては、特に最近
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はなかなかそういった武器がなくて、今、城山

桜ホールができたりとか、こういったワーキン

グスペースとかをリノベーションして、若い人

が非常に増えているんですね。

最近増えていますよね、三つぐら池田参考人

いありますよね。

あります。それをどう戦略的に、ど成迫委員

う広げていけばいいのかがなかなか見つからな

い。アドバイスいただけたらと思います。

私は佐伯にすごくよく行くので、池田参考人

佐伯は面白いなと思います。サーフィンをする

ので、宮崎へ行って、帰りに佐伯でお寿司食べ

て帰るというのを毎週ぐらいしていますが、佐

伯は盛り上がっているなというのは印象として

は感じていますけれども、さきほどのお話は、

多分どこをターゲットに置くかだと思います。

例えば、面白い事例といったら失礼ですけど、

漁業だと、三重県のゲイトという会社を御存じ

でしょうか。片仮名でゲイトと書いて、そのベ

ンチャー企業に五月女社長という方がいらっし

ゃって、三重県の漁村で人を増やしています。

ゲイトは、くろきんという居酒屋を経営されて

いて、そこの居酒屋の魚の仕入れを全部そこの

漁村からしています。ゲイトの居酒屋で働いて

いるスタッフに２拠点居住してもらっていて、

漁業をしています。魚を獲るのもそのスタッフ

がしたりして、そうすると、魚の知識も付いて、

あと魚が新鮮なので、店のクオリティーが上が

るメリットがあります。その漁村でゲイトが海

のＩｏＴ化を進めていて、定置網の技術をＩｏ

Ｔ化しているんですけど、定置網で漁をするの

は、何人か必要らしいんですが、それをほぼ１

人でやっているすごいおじいちゃんの漁師が、

実は大分県津久見市にいらっしゃって、その技

術がすごくすばらしいので、視察に行って、そ

ういう技術をＩｏＴでできないかと実証された

りしています。

さきほどの企業誘致の話につながると思うん

ですけれど、例えば、ゲイトのような、何か海

で事業をしたいというベンチャーとかがもしい

らっしゃったら、そこで人の交流が生まれたり、

新しい技術を佐伯で実証されたりするかもしれ

ないし、そういうお互いのニーズがウィン・ウ

ィンになる相手を探すのが得策なのかなと思い

ます。

ありがとうございます。佐伯で海と成迫委員

いう武器があるというのは少し私も……

すごい武器だと思うんです。池田参考人

ありがとうございます。勉強になり成迫委員

ました。広げていけるように頑張っていきます。

すみません、そろそろ時間になっ衛藤委員長

たので、ここで閉めてもよろしいでしょうか。

すみません、話が長くなってしま池田参考人

いました。

いえいえ、とんでもないです。貴衛藤委員長

重なお話を本当にありがとうございます。

本日はたくさんの貴重なお話をいただけたと

思います。今回のお話を我々もこれから県議会

から県政へいかしていけるようにしっかり努め

ていきたいと思います。ありがとうございまし

た。

以上をもちまして、本日の委員会を終了しま

す。

お疲れさまでした。


